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研究成果の概要（和文）：本研究で得られた主な知見は、「中学校保健体育科教員の職能意識は、

人間関係力/授業構想力/生徒管理力/運動指導力/情報活用力の 5 因子で構成されていること」

「 職能意識は「情報活用力」<「授業構想力」<「人間関係力」<「運動指導力」< 「生徒管理

力」の順に必要だと意識されていること」「性差、地域差、正規/非正規等の属性差が存在する

こと」「キャリア段階における規範的な役割意識として、学生段階では「運動指導力」、初任段

階では「生徒管理力」、中堅段階では「生徒管理力」と「人間関係力」、べテラン段階では「人

間関係力」が必要だと意識されていること」等である。この結果から研修プログラムは、この

ような実態に配慮したものであることが望まれることをいくつかの視点から提言した。 

 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to show the guideline in the design of 
training program for junior high school P-E teacher in view of teacher's consciousness about 
job ability. In consideration of the precedence research on a P-E teacher's job ability, it is 
possible to build up three hypotheses; 1) P-E teacher's consciousness about job ability is not 
only about the capability of educational guidance, 2) P-E teacher's consciousness has a 
difference according to attributes, such as age, sex, and the area, 3) P-E teacher's 
consciousness has a difference by view of teaching profession. The P-E teachers of 973 
schools replied to the question paper about the four contents. The contents of question paper 
are about teacher's attribute, P-E teacher's consciousness about job ability, job ability 
needed according to a career, and view of teaching profession. As a result of this 
investigation, the following five points became clear. 1) The teacher's consciousness about 
job ability consisted of five factors. 2) Job ability which teachers think it is required is the 
order of capability to manage a student, capability to teach a sport, capability about human 
relations, capability to design a class, and capability to utilize information. 3) The attribute 
of teachers, such as sex, area, and age, changes consciousness about job ability. 4) According 
to the stage of a career, job ability which a teacher needs is different. 5) The view of teaching 
profession, such as knowledge about the system which updates a teacher's license, and the 
necessity for the practical skill in the contents of training 
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交付決定額 

                               （金額単位：円） 
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年度    

年度    
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研究分野：体育社会学、体育科教育学 

科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学 スポーツ科学 

キーワード：体育教師 成長モデル 悉皆調査 職能意識 

 
１．研究開始当初の背景 

 現在、学校教員の資質向上に関する議論が盛ん

に行われている。これからの教育のあり方が政策

的にもっとも大きな課題の 1つになりつつある今、

その中心を成す問題として教員養成のあり方や教

員免許制度のあり方が問われている。もちろん体

育科、保健体育科を担当する「体育教師」の資質

向上についても、教科特有の内容や学校教育にお

ける特有の役割をふまえつつ議論が積み重ねられ

るべきところであろう。 

 こうした状況の中、「実践的な指導能力の育成」

をキーワードとした教員養成や研修のあり方につ

いて、近年、体育科教育学を中心にいくつかの研

究が行われるようになってきた。特に、英語圏に

おける研究では、例えばイギリス、ラフバラ大学

の教員養成プロジェクトにも代表されるように体

育科教育学的アプローチによる体育教師の「当為

論(かくあるべきという理念)」と、体育社会学的

アプローチによる体育教師の「存在論(かくあると

いう現実)」が組み合わせられ成果を挙げているの

に対して、我が国では特に体育社会学的アプロー

チによる研究が皆無に等しい状態となっている。

このために、体育教師のキャリアパターンやライ

フサイクル、養成や研修に関わる制度的現状、現

場意識、基礎的統計なども明らかにされておらず、

体育社会学領域においては必要度の高い研究課題

になっているのではなかろうか。 

 ところで、特に教科担任制をとる中学校、高等

学校において、保健体育を担当する教員は、独特

の役割や期待を担っていることがよく知られてい

る。教科指導のみならず部活動の指導や生徒指導

にも熱心に取り組む体育教師が多く、またこのこ

とが管理職や地域のリーダー的教師として体育教

師が期待されることにも繋がる場合が多い。一方

で、このような背景から、逆に教科指導に対して

あまり熱心でなかったり、体罰などの問題を引き

起こすといったこともよく言われることである。

また、実技を中心とする授業を指導するために、

「ベテラン」になることの中身が外側からは捉え

にくい。こうしたことは体育教師がある特有の教

師文化の中で職業的に社会化される過程の存在を

示唆するものであるし、こうした現実を無視して

は、養成や研修のあり方をいくら理念的に考えて

も実効のあるものにはならないことをも示唆する

ものであろう。この意味で、体育教師の成長過程

の現実をまず把握した上で、望ましい「成長モデ

ル」が構築され、それに基づいた養成や研修のあ

り方を考えることが必要であると思われる。 

 

２．研究の目的 

 研究課題の目的は、体育教師に求められる初任

時から定年退職時までの「成長モデル」について

中等教育を対象とし社会学的・実証的に明らかに

するとともに、明らかになった「成長モデル」か

ら、現職研修の制度やプログラムを新しく開発す

る視点を明らかにし、免許更新制に関わる課題や

実施時の研修内容について提言することである。 

 

３．研究の方法 

 中学校の体育教師が、「体育教師の成長」「研修」

についてどのような意識を持っているのかについ

て、東京都、三重県、岡山県を対象に悉皆調査を



行う。学校単位の留め置き法、郵送法によって実

施する。ここから、調査結果を集計・分析すると

ともに、「成長モデル」に対する教師の意識と「体

育教師」への生徒のニーズから、体育教師の求め

られる「成長モデル」を理論化する。また、都道

府県の教育委員会に対して、「体育教師の成長」「資

質向上に関わる行政的課題」をどのように捉えて

いるのか、についてのヒアリング調査を、東京、

三重、岡山の 3カ所で行う。こうした作業を通じ

て、体育教師のキャリアパターン、ライフサイク

ルについて基礎的な資料の整理を行う。 

 一方で，イギリス、アメリカ、タイにおける代

表的な体育教師研修制度を実地調査を含め検討し、

制度設計に見られる「成長モデル」「免許制度」「資

質向上」に関わる原理を分析する。また、養成、

検証における成果と課題について明らかにする。 

 最後に，研究成果を総合的に検討し、我が国に

おいて望まれる体育教師の成長をモデル化すると

ともに、それに基づいた研修制度のあり方、プロ

グラムについて、各大学において開発を行う。ま

た、開発された内容については、大学の公開講座

ならびに各都道府県の研修講座において実践的に

検証する。 

 

４．研究成果 

（１）中学校保健体育科教員が、「体育教師の成長」

「研修」「免許更新制」についてどのような意識

を持っているかについて、東京都。三重県。岡

山県の 3地域で、悉皆調査を行った。対象とな

った973校のうち598校1396名の回答を得るこ

とができ、回収率は 61.4%であった。調査は、

先攻研究の検討から構成された内容によって行

ったが、その結果、学生、初任者、中堅、ベテ

ランの各時期において、体育教師が研修に必要

と感じていることが異なっていることが明らか

になるとともに、その傾向には一定のパターン

が発見された。また、地域、性、教諭/講師、経

験運動種目などの要因が、こうした研修に必要

と感じる内容に対して影響を及ぼしていること

が明らかになった。 

 

（２）中学生生徒に対して、体育教師に求めるも

のについての事例的な意識調査を行った。生徒

の側からは、先の教師の意識に対して、より具

体的な生徒との対面場面においての意識が強く

現れる結果となった。また、生徒からは見えな

い仕事となっているものに対しても、生徒は評

価する視点を所持していることが示唆された 

  

 

 

 

（３）京都、岡山県、三重県の教育委員会で、主

に保健体育科教員の研修にあたっている担当者

を中心に、インテンシヴな聞き取り調査を行っ

た。また、保健体育科教員の研修講座の実施で

は日本有数の規模と歴史を持つ福岡県立体育研

究所に対してもインタビュー調査をおこなった。

この結果、教員からは、部活動や生徒指導に対

するニーズが高く、一方で授業の指導について

の関心が低いために、ニーズを受け取りつつ、

授業の指導に対する啓発を行っている様子が共

通して分析できた。 

 

（４）他教科から見た保健体育科教師の力量につ

いて調査するために、仮説生成的なヒアリング

調査を岡山と東京で行った。かなりのステレオ

タイプが体育教師に対しての意識では存在する

ために、さらに対象数を増やして、調査を行う

必要性が明らかになった。 

 

（５）諸外国との比較を行うために、教員免許更

新制についての国際比較的検討を資料により行

うとともに、教育制度を整えつつあるタイ王国

にて、免許制度ならびに更新制に関する現地調

査を行った。先進モデルから理念的な検討を思

弁的に行うよりも、これまでの研究から明確に

なりつつある、「現実性」「実効性」といった要

素から、ねらいと内容の関係で比較する必要が

  



あったからである。この結果タイにおいては、

現場教員や行政サイドからのニーズが、国レベ

ルでの教員養成や研修に反映させていく仕組み

が重視されていることが分析できた。この点に

おける課題が我が国には見受けられるというこ

とである。 

 

（６）中学校における他教科から見た体育教師の

イメージについて、東京都にてインテンシブな

聞き取り調査を行つた。その結果、体育教師に

対して、生徒指導、教員に対するリーダーシッ

プの発揮等、ポジティヴなイメージと役割期待

を持つ半面、授業への期待はそれほど高くない

ことが多くの対象教員に共通して現れた。こう

したある種の教員文化の存在が，体育教師が感

じる職能意識に影響を与えているであろうこと

が予想される結果を得た。学校における体育教

師の役割について、広く周知したり啓発したり

する取組みが必要であることが伺われるところ

であった。 

 

（７）成長モデルとして本研究で構築された体育

教師の職能意識の視点から、東京学芸大学、三

重大学、岡山大学で行われた教員免許更新講習

にて、初任者、中堅、ベテランの各時期におい

て、体育教師が研修に必要と感じていることを

生かした内容構成をとりモデル実施した。また、

東京都の中学校保健体育科教師の授業研究会等

でも、この内容を利用した研修を実施した。概

ね。現場の教員からは高い評価を得ることがで

きた。 

 

（８）学会におけるシンポジウム、比較調査を行

ったタイにて、チュラロンコン大学でのフォー

ラムを開催し意見交換を行った。今後ともに，

研究成果をより発展させるためのネツトワーク

を形成できた。 
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